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じこにあわないように 

 

 小郡市立のぞみが丘小学校 １年 山本 陽太 

 

 ぼくは、あさがっこうへいくときに、おともだちと、おともだちのおにいちゃんといっし

ょにいっています。 

 おかあさんから、おうだんほどうはあおしんごうになってから、みぎとひだりをよくみて、

くるまがきていないか、かくにんしてからわたろうね、となんかいもいわれていました。 

 だから、おうだんほどうをわたるときは、きをつけてわたっています。 

 おともだちとおはなしするのはたのしいけど、じこにあったら、ぼくもいやだし、おとう

さんも、おかあさんも、ぼくのおとうとも、みんなかなしんでしまいます。どうろをあるく

ときは、よくまわりをみます。 

 ぼくは、じてんしゃのれんしゅうをがんばって、のれるようになりました。１ねんせいだ

から、みちでのってはだめです。 

 ３ねんせいになってどうろでじてんしゃが、のれるようになったら、じてんしゃのこうつ

うルールをべんきょうをしてじこにあわないようにします。 


